
学校番号 1011 

令和 5年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 ４単位分の２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「 スタンダード生物 」 （東京書籍） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「生物基礎」との関連を図りながら、生物や生物現象をさらに広範囲に取り扱い、生物学的に探究

する能力と態度を養います。生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ、科学的な自然

観を育てるとともに、観察・実験を通して自然を科学的に探究する能力を育てます。分子生物学の

視点から、命の営みを学習することで生命に対する畏敬の念を育て、生命を尊重する精神を養いま

しょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・生物や生命現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、生物学的に探

究する能力と態度を育てるとともに、生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的

な自然観を育成する。 

・生命現象を支える物質の働きについて観察、実験などを通して探究し、タンパク質や核酸などの

物質の働きを理解させ、生命現象を分子レベルでとらえさせる。 

・生物の生殖や発生について観察、実験などを通して探究し、動物と植物の配偶子形成から形態形

成までの仕組みを理解させる。 

・環境の変化に生物が反応していることについて観察、実験などを通して探究し、生物個体が外界

の変化を感知し、それに反応する仕組みを理解させる。 

・生物の個体群と群集及び生態系について観察、実験などを通して探究し、それらの構造や変化の

仕組みを理解させ、生態系のバランスや生物多様性の重要性について認識させる。 

・生物の進化の過程とその仕組み及び生物の系統について、観察、実験などを通して探究し、生物

の多様性と系統を理解させ、進化についての考え方を身に付けさせる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:実験・観察の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・自然の事物・現象に

関心や探究心をもち、

意欲的にそれらを探究

しようとするととも

に，科学的態度を身に

付けている。 

・自然の事物・現象の

中に問題を見いだし、

探究する過程を通し

て、事象を科学的に考

察し、導き出した考え

を的確に表現してい

る。 

・観察，実験を行い、

基本操作を修得する

とともに、それらの過

程や結果を的確に記

録，整理し、自然の事

物・現象を科学的に探

究する技能を身に付

けている。 

・自然の事物・現象に

ついて、基本的な概念

や原理・法則を理解

し，知識を身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

授業態度 

学習状況の観察 

授業中の発問 

課題・レポート提出 実験への取り組み 演習問題 

小テスト 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第
４
章 

生
殖
と
発
生 

４．動物の発生における

形態形成のしくみ 

①動物のからだの基本構

造と体軸 

○   ○ a: 体軸の決定には母性因子が

重要な役割を果たしているこ

とを意欲的に学習しようとす

る。 

中胚葉誘導が発見された実験

に関心を示し、理解しようとす

る。 

中胚葉誘導における物質の濃

度勾配に関心を示し、理解しよ

うとする。 

神経誘導が発見された実験に

関心を示し、理解しようとす

る。 

神経誘導における物質の濃度

勾配に関心を示し、理解しよう

とする。 

誘導の連鎖によって器官が形

成されることに関心を示し、理

解しようとする。 

誘導を受ける部位に反応能が

あることに関心を示し、理解し

ようとする。 

いくつかの調節遺伝子群が段

階的に発現することで発生が

進むことに関心を示し、理解し

ようとする。 

ショウジョウバエの体節の分

化は、ホメオティック遺伝子に

よって決定されることに関心

を示し、理解しようとする。 

ほとんどの動物に Hox 遺伝子

群が存在することに関心を示

し、理解しようとする。 

プログラム細胞死が起こるこ

とで正常な器官が形成される

ことに関心を示し、意欲的に学

習しようとする。 

b: カエルの背腹軸が決定され

るしくみを説明できる。 

中胚葉誘導がどのような現象

か理解しており、そのしくみを

説明できる。 

神経誘導がどのような現象か

理解しており、そのしくみを説

明できる。 

誘導の連鎖によって器官が形

成されることを、眼の形成を例

に説明することができる。 

反応能をもつ時期が限られて

いることを実験結果から科学

的に考察し、理解する。 

ショウジョウバエの体軸が決

定されるしくみを科学的に理

解する。 

発生過程において、調節遺伝子

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

実験レポート 

②形態形成と誘導  ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

③形態形成と位置情報 ○ ○   授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

④形態形成の共通性 ○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

⑤器官の形成と細胞の死 ○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 



観察 7 ニワトリの肢の

観察 

  ○  が段階的に発現することによ

って胚の区画化が起こること

を科学的に理解する。 

c: ニワトリの有精卵を発生さ

せ、肢の原基を観察することが

できる。 

d: 母性因子の濃度勾配によっ

て体軸が決定されていること

を理解している。 

カエルの発生において、母性因

子の濃度勾配が背腹軸の決定

に重要な役割をもつことを理

解している。 

中胚葉誘導や神経誘導のしく

みを理解している。 

誘導の連鎖によって器官が形

成されることを理解している。 

誘導を受けるためには反応能

が必要であることを理解して

いる。 

ショウジョウバエの卵におけ

るビコイド mRNA やナノス

mRNA の濃度勾配が体軸の方

向を決定していることを理解

している。 

胚の区画化は、調節遺伝子が連

鎖的に発現することによって

起こっていることを理解して

いる。 

ショウジョウバエの体節の分

化は、ホメオティック遺伝子群

が発現することで起こること

を理解している。 

脊椎動物と節足動物の背腹軸

の形成にみられる共通性を理

解している。 

発生の過程では、プログラム細

胞死が起こって形成される器

官があることを理解している。 

実験レポート 

５．植物の発生 

①被子植物の生殖と発生 

○   ○ a: 被子植物の発生の流れに関

心を示し、理解しようとする。 

被子植物の配偶子形成と重複

受精に関心をもち、理解しよう

とする。 

被子植物の胚発生と種子形成

に関心をもち、理解しようとす

る。 

被子植物の体制と体軸に興味

をもち、積極的に学習しようと

する。 

頂端－基部軸の形成のしくみ

に関心を示し、理解しようとす

る。 

葉の向背軸決定のしくみ関心

をもち、理解しようとする。 

根の放射軸について関心をも

ち、積極的に学習しようとす

る。 

茎頂分裂組織や根端分裂組織

を維持するしくみに関心をも

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

②被子植物の配偶子形成

と受精 

○   ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

③被子植物の胚発生 ○ ○   授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 



観察 8 ナズナの胚発生

の観察 

  ○  ち、理解しようとする。 

花の形成における遺伝子発現

の制御に興味をもち、理解しよ

うとする。 

b：頂端－基部軸が形成される

しくみを科学的に理解する。 

葉の向背軸決定に働く遺伝子

を把握しており、実験結果から

その働きを科学的に考察でき

る。 

茎頂分裂組織や根端分裂組織

が維持されるしくみを科学的

に理解する。 

花の形成における ABC モデル

を科学的に理解し、ホメオティ

ック突然変異について説明す

ることができる。 

c: ナズナの胚を観察すること

ができる。 

被子植物の茎頂を取り出し観

察することができる。 

d: 被子植物の発生の大まかな

流れを理解している。 

被子植物の配偶子形成の特徴

を理解している。 

重複受精の過程を理解してい

る。 

被子植物の胚発生の過程を理

解している。 

被子植物の形態形成の特徴を

理解している。 

遺伝子が相互に作用しあって

分裂組織が維持されたり軸が

決定されたりしていることを

理解している。 

シロイヌナズナの花の形成は、

遺伝子発現の ABC モデルによ

って説明されていることを理

解している。 

花の形成における ABC モデル

のしくみを理解している。 

実験レポート 

④被子植物の体制と形態

形成 

○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

観察 9 茎頂の観察   ○  実験レポート 

⑤花の形成と遺伝子によ

る制御 

○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

探究活動 4 ウニの発生 ○ ○ ○  a: ウニの卵割の速度と温度の

関係について意欲的に探究し

ようとする。 

花粉の発芽に必要な物質や花

粉管の伸長方向と子房の関係

について探究しようとする。 

b: 発生の段階に応じて係数を

決めるなどして、科学的に卵割

の速度と温度との関係を推測

する。 

花粉管が特定の方向に伸長し

ているかどうか科学的に考察

授業態度 

発問評価 

実験レポート 



探究活動 5 花粉の発芽

と花粉管の伸長 

○ ○ ○ ○ する。 

c: ウニの卵と精子の採集方法

を習得する。 

ウニの受精卵を桑実胚程度ま

で発生させて観察することが

できる。 

培地上で花粉を発芽させる方

法を習得する。 

d: 発生の過程では、適切な温

度条件が必要であることを理

解する。 

花粉の発芽は、子房に含まれる

物質によって促進されるが、こ

の物質は、伸長方向には影響し

ないことを理解している。 

授業態度 

発問評価 

実験レポート 

２
学
期 

第
５
章 

生
物
の
環
境
応
答 

１．植物の環境応答 

①植物の一生と環境応答 

○ ○  ○ a: 種子の発芽や休眠に関与す

る植物ホルモンについて関心

をもち、理解しようとする。 

光受容体の性質と種子の発芽

との関係に関心をもち、意欲的

に理解しようとする。 

オーキシンの極性移動に関心

をもち、意欲的に学習しようと

する。 

重力屈性が起こるしくみを理

解しようとする。 

頂芽優勢と植物ホルモンの関

係に関心を示し、理解しようと

する。 

植物細胞の伸長成長における

オーキシンやジベレリンの作

用に関心をもち、理解しようと

する。 

花芽形成と日長の関係に関心

をもち、意欲的に理解しようと

する。 

フロリゲンの実体に関心をも

ち、理解しようとする。 

春化現象に関心をもち、理解し

ようとする。 

果実の成熟や落葉、落果と植物

ホルモンの関係に関心を示し、

理解しようとする。 

乾燥や病原体、食害に対する応

答のしくみに関心をもち、理解

しようとする。 

b: ジベレリンが遺伝子発現を

調節するしくみを科学的に理

解する。 

フィトクロムの光吸収の変化

と光発芽の関係を科学的に理

解し、林床などの環境での応答

を説明することができる。 

オーキシンによる光屈性を理

解しようとする。 

オーキシンの極性移動のしく

みを科学的に考察し、理解す

る。 

重力屈性が起こるしくみを科

学的に理解する。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

②種子の発芽 ○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

③光屈性と重力屈性 ○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

④花芽形成 ○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

⑤果実の成長と成熟，落

葉・落果 

○   ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

実験 8 エチレンの作用   ○  実験レポート 



⑥ストレスに対する応答 ○   ○ 与える日長を変化させる実験

から、花芽形成には連続した暗

期が必要であることを科学的

に理解する。 

c: エチレンの作用を明確に知

ることができる材料を選び、適

切な実験系を設定することが

できる。 

d: アブシシン酸が種子の休眠

を維持していることを理解し

ている。 

植物には特定の波長の光を吸

収する光受容体が存在するこ

とを理解している。 

植物の屈性と傾性がどのよう

な現象かを理解している。 

オーキシンの移動と光屈性の

関係を理解している。 

オーキシンが極性移動するこ

とを理解している。 

光発芽や光屈性に光受容体が

関与していることを理解して

いる。 

重力屈性が起こるしくみを理

解している。 

日長と花芽形成の関係を理解

している。 

コムギなどでは春化処理によ

って花芽が形成されることを

理解している。 

植物ホルモンの作用によって、

果実の成熟、落葉・落果が起こ

ることを理解している。 

植物は、乾燥や病原体、食害な

どにも応答していること、およ

びそのしくみを理解している。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 



２．動物の環境応答 

①刺激の受容と反応 

○   ○ a: 受容器は特定の刺激のみを

受容して感覚が生じることに

関心をもち、積極的に理解しよ

うとする。 

眼の構造と視細胞による光の

受容に関心をもち、理解しよう

とする。 

明順応と暗順応におけるロド

プシンの変化に関心を示し、理

解しようとする。 

遠近調節における水晶体の厚

さの調節に関心を示し、理解し

ようとする。 

耳の構造と聴覚の生じるしく

みについて関心をもち、理解し

ようとする。 

平衡覚が生じるしくみに関心

をもち、積極的に理解しようと

する。 

活動電位の伝導のしくみに関

心を示し、理解しようとする。 

シナプスによって興奮が伝達

されるしくみについて関心を

示し、理解しようとする。 

脳や脊髄の構造と働きに関心

をもち、理解しようとする。 

筋原繊維と神経の間の構造に

関心を示し、理解しようとす

る。 

滑り説による筋肉の収縮のし

くみに関心を示し、理解しよう

とする。 

b: 明順応と暗順応におけるロ

ドプシンの分解と合成につい

て，科学的に理解する。 

眼の遠近調節における水晶体

の厚さの調節について科学的

に理解し、説明することができ

る。 

聴覚が生じるしくみについて

科学的に理解する。 

静止電位が生じるしくみを科

学的に理解する。 

活動電位を生じるには閾値以

上の強さの刺激が必要である

ことを理解し、ニューロンが興

奮して静止状態に戻るまでを

イオンとチャネルの動きから

説明できる。 

興奮の伝導のしくみをチャネ

ルとイオンの動きから説明す

ることができる。 

跳躍伝導のしくみを科学的に

理解する。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

②ヒトのさまざまな受容

器 

○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

実験 9 ヒトの右眼の盲

斑 

  ○  実験レポート 

③神経系と興奮の伝達 ○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 



④中枢神経系 ○ ○  ○ 

 

ニューロンに生じる興奮は、全

か無かの法則に従うことを科

学的に理解する。 

強い刺激では、強い感覚が生じ

るしくみを理解する。 

シナプスを介した興奮の伝達

をチャネルとイオンの動きか

ら科学的に説明することがで

きる。 

シナプス後電位の加重につい

て理解しており、EPSP や

IPSP がどのように生じたかに

もとづいて、電位変化のようす

を考察できる。 

筋収縮の滑り説を科学的に理

解し、説明することができる。 

c: 盲斑検査を行うことができ

る。 

d: ヒトの各受容器に対する適

刺激を理解している。 

眼の構造を理解している。 

桿体細胞と錐体細胞の分布や

光の吸収の特徴を理解してい

る。 

明順応と暗順応のしくみを理

解している。 

遠近調節のしくみを理解して

いる。 

耳の構造と聴覚が生じる経路

を理解している。 

平衡覚が生じるしくみを理解

している。 

鼻・舌の構造と、嗅覚・味覚が

生じるしくみを理解している。 

皮膚感覚が生じるしくみを理

解している。 

ヒトの神経系の構成を理解し

ている。 

末梢神経系の構造を理解して

いる。 

ニューロンの構造を理解して

いる。 

興奮の伝導のしくみを理解し

ている。 

無髄神経繊維と有髄神経繊維

の特徴を理解している。 

全か無かの法則を理解してい

る。 

脳と脊髄の構造と各部の働き

を理解している。 

骨格筋と筋原繊維の構造を理

解している。 

滑り説による筋収縮のしくみ

を理解している。 

刺激の頻度と筋肉の収縮曲線

の関係を理解している。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

⑤効果器と反応 ○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 



３．動物の行動 

①動物の行動 

○ ○  ○ a: かぎ刺激によって生得的行

動が生じることに関心をもち、

意欲的に学習しようとする。 

渡り鳥の定位運動や太陽コン

パスについて関心をもち、理解

しようとする。 

バッタの飛翔において、リズミ

カルな運動が生じるしくみに

関心をもち、意欲的に学習しよ

うとする。 

ミツバチの 8 の字ダンスに関

心を示し、探究的に理解しよう

とする。 

慣れと鋭敏化のしくみに関心

を示し、探究的に理解しようと

する。 

刷込みやさえずり学習につい

て関心を示し、理解する。 

試行錯誤による学習に関心を

示し、理解しようとする。 

b: 生得的行動と習得的行動の

特徴を、神経回路の変化の有無

の違いから理解する。 

渡り鳥の定位運動や太陽コン

パスについて科学的に理解す

る。 

太陽の位置を基準にして方向

を知る太陽コンパスをもつ動

物があることを理解する。 

バッタの飛翔に関わる CPG の

モデルから、リズミカルな運動

が生じるしくみを考察できる。 

ミツバチの 8 の字ダンスを論

理的に理解し、説明することが

できる。 

アメフラシの慣れについて、探

究的に考察し、理解する。 

アメフラシの慣れと鋭敏化の

しくみについて、その神経回路

から科学的に理解する。 

c: アルテミアを用いて光走性

の観察を行うことができる。 

d: かぎ刺激によって特定の行

動が引き起こされることを理

解している。 

渡り鳥の定位運動には、特定の

神経が関与していることを理

解している。 

さまざまな刺激に対する走性

があることを理解している。 

さまざまな動物の行動が CPG

によって生じていることを理

解している。 

ミツバチの 8 の字ダンスによ

る情報伝達について理解して

いる。 

鋭敏化の現象は神経回路とシ

ナプス伝達効率の変化によっ

て説明できることを理解して

いる。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

②生得的行動  ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

観察 10 動物の走性   ○  実験レポート 



③習得的行動と学習 ○ ○  ○ 小鳥のさえずり学習には臨界

期が存在することを理解して

いる。 

試行錯誤によって成立する学

習があることを理解している。 

知能行動について理解し、知能

行動を行う動物が存在するこ

とを認識している。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

探究活動 6 神経伝達物

質の働き 

○ ○ ○ ○ a: ノルアドレナリンやアセチ

ルコリンの働きに関心をもち、

意欲的に探究する。 

フェロモンを分泌・受容する部

位に関心をもち、意欲的に探究

する。 

b: 心臓の拍動数の変化から、

神経伝達物質の作用が脊椎動

物と一致しているかどうかを

科学的に考察する。 

実験結果を比較して、フェロモ

ンを分泌する部位や受容する

部位を科学的に推定する。 

c: 低濃度の希釈用液を調整す

ることができる。 

カイコガを飼育して実験に用

いることができる。 

d: 心臓の拍動数は、ノルアド

レナリンによって増加しアセ

チルコリンによって減少する

ことを理解する。 

カイコガは、性フェロモンによ

って生殖行動が起こることを

理解している。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

実験レポート 

探究活動 7 カイコガの

性フェロモン 

○ ○ ○ ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

実験レポート 

第
６
章 
生
物
群
集
と
生
態
系 

 

１．個体群と生物群集 

①生態系における個体と

個体群 

○ ○  ○ a: 個体群の大きさの調査法に

関心を示し、意欲的に学習しよ

うとする。 

動物や植物の個体群にみられ

る密度効果について関心をも

ち，理解しようとする。 

生存曲線と産卵・産子数の関係

を理解しようとする。 

環境と個体群の変動の大きさ

との関係に関心をもち、理解し

ようとする。 

最適な群れの大きさが個体間

の競争と警戒の時間から推定

できることを理解しようとす

る。 

最適な縄張りの大きさが利益

と労力から推定できることを

理解しようとする。 

社会性昆虫などのワーカーや、

ヘルパーの存在は、包括適応度

によって説明できることを理

解しようとする。 

被食者と捕食者の個体数変動

に関心を示し、理解しようとす

る。 

共生や寄生などの関係を理解

しようとする。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 



②個体群の特徴 ○ ○  ○ 環境形成作用によって多様な

種が共存する環境が提供され

る場合があることを理解しよ

うとする。 

ニッチの類似性と競争の程度

の関係を理解しようとする。 

ニッチの分割と種の共存の関

係を理解しようとする。 

撹乱による多様な種の共存に

関心をもち、理解しようとす

る。 

b: 個体の分布様式を理解し、

それぞれどのような生活に適

しているのかを推察できる。 

最終収量一定の法則を探究的

に理解する。 

環境と個体群の変動の大きさ

との関係を科学的に考察し、理

解する。 

最適な群れの大きさが決まる

しくみを理解する。 

最適な縄張りの大きさが決ま

るしくみを科学的に理解する。 

血縁度と包括適応度の考え方

を科学的に理解し、ワーカーや

ヘルパーの存在理由を説明で

きる。 

捕食者と被食者の個体数変動

を論理的に理解する。 

種間競争による競争的排除の

しくみを説明できる。 

ゾウリムシ類の実験結果から、

生活のようすと種間競争の程

度との関係を考察できる。 

間接効果を論理的に説明する

ことができる。 

ニッチの類似の程度と種間競

争の程度の関係を科学的に理

解する。 

土壌動物の種構成の違いから、

環境の違いを考察できる。 

基本ニッチと実現ニッチの違

いから、競争の有無や程度を説

明することができる。 

キーストーン種が多種の生物

の共存を可能にする場合があ

ることを理解し、そのしくみを

説明できる。 

c: 野外で昆虫を観察し、種間

の相互作用を考察することが

できる。 

土壌中から土壌動物を採集で

きる。 

土壌動物を同定し、その個体数

を調べることができる。 

d: 個体群密度が、個体や個体

群の成長、個体の生理や形態に

影響を与えることを理解して

いる。 

生存曲線の型は、生物の産卵・

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

③個体群内の相互作用 ○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

④個体群間の相互作用 ○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

観察 11 アブラムシを

めぐる異種間の相互作用 

  ○  実験レポート 

⑤多様な種が共存するし

くみ 

○ ○   授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 



観察 12 土壌動物の調

査 

  ○  産子数、親の保護の程度が関係

していることを理解している。 

同じ資源を利用する同種の生

物間では、種内競争が起こるこ

とを理解している。 

縄張りの大きさが決まるしく

みや縄張りを形成することで

個体群が安定することを理解

している。 

血縁度を求めることができる。 

包括適応度の考え方から、ワー

カーやヘルパーの存在を理解

している。 

共生や寄生の関係を理解して

いる。 

2種の生物間の相互作用は他の

種にも影響を与えることを理

解している。 

環境形成作用と多様な種の共

存の関係を理解している。 

ニッチの概念を理解している。 

ニッチの類似性と競争の程度

の関係を理解している。 

ニッチの分割による多様な種

の共存を理解している。 

基本ニッチと実現ニッチの比

較から、競争の有無や程度がわ

かることを理解している。 

撹乱による多様な種の共存に

ついて理解している。 

実験レポート 

２．生態系の物質生産 

①生態系の物質生産 

○ ○  ○ a: 生態系における物質生産に

関心をもち、理解しようとす

る。 

生産構造の調査法に関心をも

ち、意欲的に学習しようとす

る。 

さまざまな生態系における物

質生産の特徴に関心をもち、理

解しようとする。 

生態系におけるエネルギー効

率に関心をもち、理解しようと

する。 

b: 生態系における物質生産を

論理的に理解し説明すること

ができる。 

生産構造図の特徴と植物の特

徴との関係を理解する。 

各種生態系の物質生産の特徴

を科学的に説明することがで

きる。 

生態系におけるエネルギー効

率を科学的に理解する。 

栄養段階が上がるごとに個体

数が減少することを、利用でき

るエネルギー量から論理的に

考察する。 

c: 層別刈取法により、生産構

造を調べることができる。 

d: 生態系における物質の生産

と消費の関係を理解している。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

観察 13 層別刈取法に

よる生産構造図の作製 

○ ○ ○ ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

実験レポート 



②生態系におけるエネル

ギーの移動 

○ ○  ○ 調査結果をもとに生産構造図

を作製できる。 

生態系によって物質生産のよ

うすが異なっていることを理

解している。 

ある栄養段階におけるエネル

ギー効率を求めることができ

る。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

 

３．生態系と生物多様性 

①生物多様性の 3 つのと

らえ方 

○   ○ a: 生物多様性の 3 つのとらえ

方を理解しようとする。 

撹乱が生態系に与える影響に

関心をもち、意欲的に理解しよ

うとする。 

人為撹乱が生態系に与える影

響に関心をもち、意欲的に理解

しようとする。 

生息地の分断や外来生物の侵

入が生態系に与える影響に関

心をもち、理解しようとする。 

個体群の絶滅の原因に関心を

示し、理解しようとする。 

生物多様性保全の意義につい

て意欲的に理解しようとする。 

b: 撹乱が生態系に与える影響

を科学的に理解する。 

生息地の分断や外来生物の侵

入が，生物多様性を低下させる

しくみを説明できる。 

個体群の大きさの縮小が絶滅

の原因に与える影響を科学的

に考察し理解する。 

私たちの生活と生態系との関

わりから、生物多様性の重要性

を理解する。 

c: インターネットなどを用い

て、外来生物の情報を入手する

ことができる。 

野外で特定外来生物を同定す

ることができる。 

d: 生物多様性の 3 つのとらえ

方を理解している。 

人為撹乱も自然の撹乱と同様

に生態系に影響を与えること

を理解している。 

個体群の大きさの減少が個体

群の絶滅を加速する場合があ

ることを理解している。 

どのような生態系サービスが

あるかを理解している。 

生物多様性保全の重要性を理

解している。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

②生物多様性の損失とそ

の要因 

○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

観察 14 身近な地域に

侵入した外来生物の調査 

  ○  実験レポート 

③生物多様性保全の意義 ○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 



探究活動 8 他の植物に

対するセイタカアワダチ

ソウの影響 

○ ○ ○ ○ a: セイタカアワダチソウのア

レレロパシーに関心を示し、意

欲的に探究しようとする。 

b: 実験結果から、セイタカア

ワダチソウの抽出液が他の植

物の発芽や成長に影響を与え

ているかどうか科学的に考察

する。 

c: 植物群集の優占種を同定

し、被度調べることができる。 

d: セイタカアワダチソウが周

囲の植物の繁殖に影響を与え

ていることを理解している。 

実験レポート 

３
学
期 

第
７
章 

生
物
の
進
化 

１．進化のしくみ 

①進化 

○ ○  ○ a: 塩基配列や染色体の構造や

数に変化が生じることで形質

に変化が現れることに関心を

もち，積極的に理解しようとす

る。 

遺伝子プールにおいて遺伝子

頻度が変化することも小進化

と考えられることを理解しよ

うとする。 

自然選択のしくみに関心をも

ち，自然選択と適応進化につい

て理解しようとする。 

工業暗化，擬態，かま状赤血球

症，性選択，共進化に関心をも

ち，理解しようとする。 

遺伝的浮動によって集団の遺

伝子頻度が変化することに関

心を示し，理解しようとする。 

びん首効果に関心をもち，理解

しようとする。 

中立進化に関心を示し，理解し

ようとする。 

分子時計が種間の類縁関係や

分岐時期の推定に用いること

ができることに関心を示し，理

解しようとする。 

遺伝子重複に関心を示し，理解

しようとする。 

隔離と種分化の関係に関心を

示し，理解しようとする。 

b: 進化の概念を理解し，大進

化と小進化の違いを説明でき

る。 

一定の条件を満たす集団の遺

伝子頻度は変化しないことを

理解する。また，自然界にはこ

のような集団は存在せず，遺伝

子頻度が変化していることを

考察する。 

自然選択が起こるしくみを科

学的に理解し，工業暗化，擬態，

かま状赤血球症，性選択，共進

化を論理的に説明することが

できる。 

遺伝的浮動によって集団の遺

伝子頻度が変化することを科

学的に理解し，説明することが

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

②進化が起こるしくみ ○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 



実験 10 新しい集団の

大きさと遺伝子頻度の

変化 

  ○  できる。 

中立的な突然変異が存在する

ことを科学的に理解する。 

中立的な突然変異が一定の速

度で分子中に蓄積することを

科学的に理解する。 

分子時計を用いた種間の類縁

関係や分岐時期の推定法を科

学的に理解する。 

進化において，Hox 遺伝子群の

重複が複雑な形態や機能の出

現に重要な役割を果たしたこ

とを科学的に理解する。 

隔離について理解しており，隔

離を経て種分化が起こるしく

みを説明できる。 

c: 遺伝子プールのモデルを設

定して遺伝的浮動による遺伝

子頻度の変化を確認できる。 

d: 突然変異と自然選択によっ

て適応進化がもたらされるこ

とを理解している。 

さまざまな要因が選択圧とな

ることを理解している。 

工業暗化，擬態，かま状赤血球

症，性選択，共進化は，自然選

択による適応進化の例である

ことを理解している。 

遺伝的浮動によって集団の遺

伝子頻度が変化することを理

解している。 

中立進化が生じるしくみを理

解している。 

中立的な突然変異は一定の速

度で蓄積することを理解して

いる。 

分子時計の考え方を理解して

いる。 

クリスタリン遺伝子が遺伝子

重複を経て生じたことを理解

している。 

異所的種分化のしくみを理解

している。 

同所的種分化のしくみを理解

している。 

実験レポート 

③種分化  ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 



２．生物の起源と生物の

変遷 

①生命の誕生 

○ ○   a: 原始地球の環境や化学進化

に関心をもち、意欲的に学習し

ようとする。 

光合成生物の活動によって地

球環境が変化し、地球環境の変

化が生物の進化に影響を与え

たことに関心を示し、理解しよ

うとする。 

真核生物の誕生と多細胞生物

の出現について関心をもち、理

解しようとする。 

動物の祖先となった生物に関

心をもち、意欲的に学習しよう

とする。 

エディアカラ生物群やバージ

ェス動物群の生物の特徴に関

心を示し、意欲的に理解しよう

とする。 

古生代における植物や動物の

陸上進出と環境への適応に関

心を示し、理解しようとする。 

中生代における生物の変遷に

関心をもち、意欲的に学習しよ

うとする。 

中生代末の大量絶滅の要因を、

イリジウム層やクレーターの

存在から理解する。 

新生代の生物の変遷に興味を

もち、意欲的に学習しようとす

る。 

哺乳類から霊長類が出現し、さ

らに類人猿が現れた過程に関

心をもち、理解しようとする。 

人類の出現とその特徴につい

て関心を示し、積極的に理解し

ようとする。 

b: ミラーの実験の結果から、

化学進化が起きた可能性を推

察できる。 

RNAワールドからDNAワール

ドへの変遷を科学的に理解す

る。 

光合成物の進化が地球環境に

与えた影響について科学的に

理解する。 

襟鞭毛虫類が動物の祖先に最

も近縁な生物群であることを、

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 



②地球環境の変化と生物

界の変遷 

○ ○  ○ さまざまな証拠から科学的に

理解する。 

オゾン層の形成が生物の進化

に与えた影響を論理的に理解

し、説明することができる。 

古生代に出現した生物の特徴

を理解し、その環境への適応に

ついて科学的に理解する。 

古生代末の大量絶滅の要因を

理解する。 

人類は，直立二足歩行によって

他の霊長類とは異なった特徴

をもつようになったことを科

学的に理解する。 

c: 海綿動物の襟細胞を観察で

きる。 

d: 原始生命が誕生したと考え

られる場所について理解して

いる。 

光合成生物の出現が地球環境

に与えた影響を理解している。 

細胞内共生説について理解し

ている。 

カンブリア紀には、多様な無脊

椎動物が爆発的に出現したこ

とを理解している。 

カンブリア紀には無顎類が出

現していたことを理解してい

る。 

大気中の酸素濃度の上昇と生

物の進化との関係を理解して

いる。 

中生代における生物の変遷と

その環境への適応について理

解している。 

生物界は、大量絶滅によって生

じたニッチを他の生物が埋め

ながら，変遷してきたことを理

解している。 

被子植物や哺乳類の繁栄は、新

生代からの事象であることを

理解している。 

霊長類が樹上生活に適応した

形質をもつように進化したこ

とを理解している。 

人類の進化の過程を理解して

いる。 

直立二足歩行を行うことに伴

う人類の特徴を理解している。 

人類の拡散のようすを理解し

ている。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

観察 15 海綿動物の襟

細胞の観察 

  ○  実験レポート 



第
８
章 

生
物
の
系
統 

１．生物の分類の変遷と

系統 

○ ○  ○ a: 種の表し方に関心をもち、

理解しようとする。 

系統分類の方法に関心をもち、

意欲的に学習しようとする。 

分類の階級に関心をもち、理解

しようとする。 

生物は大きく界やドメインに

分けられることに関心をもち、

理解しようとする。 

モネラ界、原生生物界、植物界、

菌界、動物界に属する生物の特

徴を意欲的に理解しようとす

る。 

b: 系統分類の方法には形質に

もとづくものと分子にもとづ

くものがあることを理解して

おり、分子にもとづく分類方法

の利点を説明できる。 

3つのドメインの系統関係を説

明することができる。 

遺伝子の水平移動を科学的に

理解する。 

c:  

d: 人為分類と系統分類の違い

を理解している。 

二名法による種の表し方を理

解している。 

系統樹は生物が進化してきた

経路を現していることを理解

している。 

生物の分類の階級を理解して

いる。 

生物は，その共通性からいくつ

かの界やドメインに分けられ

ることを理解している。 

モネラ界、原生生物界、植物界、

菌界、動物界の特徴を理解して

いる。 

スーパーグループの考え方を

理解している。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

①生物の分類と系統 ○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

２．生物の系統関係 

①細菌ドメイン 

○   ○ a: 細菌ドメインに属する生物

について関心を示し、意欲的に

学習しようとする。 

古細菌ドメインに属する生物

に興味をもち、理解しようとす

る。 

原生生物、植物、菌類、動物の

違いに関心を示し、それぞれの

特徴を理解しようとする。 

b: 五界説の考え方では、真核

生物ドメインに属する生物が、

さらに他の共通性によって 4

つに分けられることを理解す

る。 

原生生物、植物、菌類、動物の

特徴を説明できる。 

rRNAによる動物の系統分類を

理解しており、各動物群の特徴

の違いから、分岐点を考察でき

る。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

②古細菌ドメイン ○ ○  ○ 授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 



③真核生物ドメイン ○ ○  ○ c: 植物の茎のプレパラートを

作成することができる。 

d: 細菌ドメインに属する生物

の特徴を理解している。 

古細菌ドメインに属する生物

の特徴を理解している。 

植物の系統関係を理解してい

る。 

動物の系統関係を理解してい

る。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

観察 16 維管束の観察   ○  実験レポート 

探究活動 9 光合成生物

のもつ光合成色素の調

査 

○ ○ ○ ○ a: 光合成生物のもつ光合成色

素の違いに関心を示し、意欲的

に探究しようとする。 

b: 実験結果から、光合成生物

の進化の道筋について科学的

に考察する。 

c: 薄層クロマトグラフィーに

よって光合成色素を分離する

ことができる。 

d: クロロフィル a は、光合成

生物が共通してもつ色素であ

ることを理解している。 

授業態度 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

実験レポート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


